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新学部・研究科開設の背景

• 社会・ビジネス環境の変化→新たな課題の発生
◼新たな社会課題の例

✓高齢化と社会保障費の増大などの課題

✓IT化による行政のデータ利用可能性の拡大

⇒政策決定の局面における経済学・法学・社会学等
の総合的な学知を集結したEBPMの必要性

◼新たなビジネス課題の例

✓企業経営における情報化の急速な進展や
国際競争の激化

⇒限られたリソースを最大限に有効活用するための
ビジネスとITに精通した人材への要請
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社会科学とデータサイエンスの「融合」

• 社会科学「のみ」では不十分

– 日々刻々と変化する状況を、蓄積される大量の
データを適切に用いて把握することが必須

• データサイエンス「のみ」でも不十分

– 有意義な「問い」を立て、有効な「社会実装」
を行うためには、社会への理解が必須

• 社会科学とデータサイエンスを融合させた
「ソーシャル・データサイエンス」が必要
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ビジネスにおける
社会科学×データサイエンスの必要性
• ビジネスの現場で使えるデータサイエンス

ステークホルダーの利益最大化
⇒組織の戦略や目標（KPI）⇒データの活用

といったビジネスの全体像

• 課題をブレークダウンした上で適切なデータサイエンスを
行うことが重要
⇔場当たり的、部分最適化的なデータサイエンス

• ビジネスの全体像を俯瞰できる社会科学的な知見

• （経済学・経営学・マーケティング・法学等の）
ビジネスサイエンス×データサイエンスを
習得した人材こそ現場で生きるデータサイエンスに必要
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社会科学とデータサイエンスの融合により誕生した
「ソーシャル·データサイエンス」
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ソーシャルデータ・サイエンス学部・研究科
開設のロゴ
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• 社会科学とデータサイエンスの融合をイメージ

• 2つの領域が混じり合い、
ソーシャル・データサイエンスという新しい領域



学部で養成する人材像

• 社会に存在する課題を解決できるソーシャル
データサイエンスのゼネラリスト

• 修得させる能力・資質等

① ビジネス領域の体系的な知識

② 社会課題領域の体系的な知識

③ データサイエンスの体系的な知識

④ ①～③を融合させ、ビジネスの革新と社会課題の
解決に対する方策を提案・実行できる能力

社会科学の複数領域で、
体系的な知識を修得
させる点が大きな特徴
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ソーシャル・データサイエンス学部で養成する人材像
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学部カリキュラムの特徴

① ソーシャル・データサイエンスへの入門と、
その法・倫理を学ぶ必修科目(1～2年次)

② ビジネス領域、社会課題領域、データ
サイエンスの3領域の体系的な知識を修得

③ PBL演習を通じた実践的な知識・
スキルの修得（3年次）

④ 一橋大学の伝統である、ゼミナールを
通じた全人的教育（3～4年次）

⑤ 他学部開講科目を通じた幅広い学び
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本学部カリキュラムの構成
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本学部カリキュラムの構成
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本学部カリキュラムの構成
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演習科目を通じた知識の融合
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演習科目を通じた知識の融合
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学部入学者選抜

• 一般選抜（前期） 30名

– 【2次試験】英語、数学、国語、総合問題

• 一般選抜（後期） 25名

– 【2次試験】英語、数学

• 学校推薦型選抜 5名

– 【出願要件】各種検定・資格の取得

– 【2次試験】小論文、面接

※詳細は選抜要項、募集要項をご覧ください
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以下、大学院
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大学院で養成する人材像

• 最先端の知識を自ら活用し、新たな課題を
発見し解決に導くことができるソーシャル
データサイエンスのスペシャリスト

• 修得させる能力・資質等

① 社会科学の高度な知識

② データサイエンスの高度な知識

③ ①～②を融合させ、ビジネスの理解・分析・革新
や社会課題の理解・分析・解決を実行できる能力

④ ①～②が有機的に融合した学術領域に貢献できる
研究能力
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大学院カリキュラムの特徴

① ソーシャル・データサイエンスの全体像と
データサイエンスのELSIを学ぶ必修科目

② ビッグデータの扱いにも対応した
データサイエンス科目

③ 社会科学とデータサイエンスの高度な知識
を有機的に融合させて取り組む事例を学ぶ
ソーシャル・データサイエンス発展科目

④ 部門の異なる教員による集団指導体制
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本研究科（修士課程）カリキュラムの構成
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演習の開講とソーシャル・データサイエンスの涵養

20



大学院入学者選抜

修士課程の入学定員 21名

• 1次選考（書類選考）

– TOEFL iBT®またはIELTS（Academic）

• 2次選考（筆記試験）

– 統計学・情報学

– 社会科学（経営学、経済学、法学、政治学）

• 3次選考（口述試験）

※詳細は募集要項をご覧ください

※博士課程についても今後設置予定
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社会との連携による知の創出
社会のための学術であるソーシャル・データサイエンスを
実践することで、企業や市民社会における
課題解決を助ける「価値創出」を積極的に行っていく

✓産学連携：企業のニーズに基づく共同研究・受託研究・
コンサルティングなど

✓地域連携：自治体が抱える課題の解決や、
戦略策定への協力、政策提案

✓官学連携：行政のDX(Govtech)、データ分析、政策立案

✓ＮＰＯ・ＮＧＯ：インパクトを高めるための手法の提案、
データ分析の実施

✓リスキリングへのニーズへの対応：学部・大学院以外の
企業や団体のニーズに基づく人材育成の実施、
教育コンテンツの作成
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